






























































































*5　例えば、エンゲルス「コンラート・シュミットへの手紙　1891 年 7 月 1 日」マルクス・エンゲルス




























































































































険と失業保険から構成されていた。1938 年、1945 年そして 1965 年を見据えて、国庫、被保険者、
使用者の負担を計算している。*15












































1950 年代にヨーロッパでは新たな繁栄の時代が始まった。しかし、この時代は 60 年代後半か































1950 年代から 1970 年代初頭にいたるまでヨーロッパは冷戦によって特徴づけられる。この中












































































家干渉を刺激した。総じて、1950 年代から 70 年代半ばまでの時期は、ヨーロッパの独自性が顕
著に現れた時期であった。抜きん出て高い経済成長、強力な国家の活動、低い人口増加、これら
の結合であった。*25




























『福祉国家を越えて』は、1960 年に書かれたため、1971 ～ 73 年の変動相場制への移行、1973
年のスミソニアン体制の崩壊、70年代の植民地の独立やベトナム戦争の終結を知らない。さらに、































































































































































































*41　エリック・フォーナー『アメリカ自由の物語・下巻』岩波書店 2008 年、174 頁以下。
*42　岡田泰男『アメリカ経済史』慶應義塾大学出版会 2000 年、260 頁。
*43　詳しくは、拙稿「福祉国家をめぐる理論状況」『京都府立大学学術報告・公共政策』2号、2010 年、
11 頁以下。














































































































相違が現れた。西ヨーロッパでは平均余命がどんどん伸び、1990 年には 70 年よりも 5年も長く
なった。反対にソ連では男性の寿命が 3年ほど短くなった。*48























*48　2012 年のドイツの平均寿命は 81 歳、日本は 84 歳、ロシアは 69 歳、ロシアの男性は 63 歳である。『世
界国勢図会 2014/15』矢野恒太郎記念会 434 頁以下。





































*53　不破哲三『マルクス、エンゲルス革命論研究・下巻』新日本出版社 2010 年、282 頁。





































*58　不破前掲書 144 ～ 150 頁。





































報告・公共政策』2号、2010 年、18 頁以下。                                











福祉国家の危機から私たちは 3つの教訓を引き出した。*67 第 1 の教訓は、福祉国家が抱える問
題は常に変化しているということ。第 2の教訓は、これまでの危機は時と共に消滅したというこ





















*66　 詳しくは前掲拙稿 20 頁以下。
*67　アンデルセン『ポスト工業経済の社会的基礎』22 頁の表参照。


































*69　前掲書 32 ～ 33 頁。

































*71　Herbert Kitschelt,The Transformation of European Democracy.Cambridge University Press1994.
*72　Alexander Hicks,Social Democracy and Welfare Capitalism.Ithaca,N.Y.Cornell University 
Press1999.
*73　John Myles & Jill Quadagno, ibid.52f.

























個人の内部の再分配も引き起こすとする。つまり、社会保障制度は、人が 25 歳から 65 歳の間に
































































































州および日本ではない。その最大の論拠は、同書 230 頁にかかげられた表 12 の「一人当たり
GDPの成長率」である。同表によれば、1990 年から 2004 年にかけての一人当たり GDPの成長
率は、アイルランドが 7.68％でもっとも高く、次いでイギリスが 4.18％、アメリカが 3.96％であ

















































































































































策を進めたのである。このような動きは、1998 年以降の第 2次コック政権でも、2002 年に政権
に返り咲いたキリスト教民主アピールのバルケネンデ政権にも引き継がれている。
また、就労強化政策と合わせて、パートタイム社会化も進んだ。1996 年には「労働時間差別
禁止法」が労働時間の違いに基づく労働者間の差別を禁止した。2000 年 7 月に施行された「労
働時間調整法」は、ライフスタイルに応じた労働時間の選択を労働者の権利として認めた。派遣
労働者に対しては 1999 年のフリシキキュリティ法などの保護措置が、正規労働者に準じる保護




2003 年 3 月 14 日に当時の首相であったゲアハルト・シュレーダー（ドイツ社会民主党 SPD）





















シュレーダーは、このやり方を　「支援するが要求もする」（fördern  und fordern）と呼んだ。














2014 年 3 月 17 日の日経新聞の「グローバル・オピニオン」に SPDのトルステン・シェーファー
*89　『日経ビジネス』2013 年 3 月 22 日。





















































































日本では 2013 年 4 月から日銀による膨大な通貨供給の量的緩和が行われている。先に始めた











（2015 年 6 月 30 日受理）
（おおしま　かずお　公共政策学部　名誉教授）
